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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公開番号】特開2020-79950(P2020-79950A)
【公開日】令和2年5月28日(2020.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2020-021
【出願番号】特願2020-19140(P2020-19140)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/16     (2006.01)
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   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   7/20     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｆ２１Ｖ   7/28     (2018.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/40     (2018.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/00     (2015.01)
   Ｆ２１Ｖ  29/503    (2015.01)
   Ｆ２１Ｖ  29/57     (2015.01)
   Ｆ２１Ｖ  29/76     (2015.01)
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   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 105/16     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/16     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｋ    7/20     　　　Ｔ
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ３７７　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ３１１　
   Ｆ２１Ｖ    7/28     ２５０　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月30日(2020.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源装置からの照明光を画像形成装置に出射し、前記画像形成装置から入射される画像
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光を投射する投射光学装置を備えたプロジェクターにおいて、
　前記光源装置は、
　　複数の第１発光素子を配列した第１光源アレイと、前記第１光源アレイの光出射側と
は反対側に前記第１光源アレイを冷却する第１光源冷却部とを有する第１光源と、
　　複数の第２発光素子を配列した第２光源アレイと、前記第２光源アレイの光出射側と
は反対側に前記第２光源アレイを冷却する第２光源冷却部とを有する第２光源と、
　　前記第１光源から出射された光と前記第２光源から出射された光とを合成する光合成
部材と、有し、
　前記第１光源冷却部は、
　　液体冷媒を流入する第１流入部と、
　　前記第１流入部から流入して前記第１光源アレイからの熱が伝達された前記液体冷媒
を流出する第１流出部と、を有し、
　前記第２光源冷却部は、
　　液体冷媒を流入する第２流入部と、
　　前記第２流入部から流入して前記第２光源アレイからの熱が伝達された前記液体冷媒
を流出する第２流出部と、を有し、
　前記第１光源アレイは、
　　前記第１光源冷却部の前記第１流入部側に相当する前記第１光源アレイの光出射側を
、前記光合成部材の第１部位に対向配置し、
　　前記第１光源冷却部の前記第１流出部側に相当する前記第１光源アレイの光出射側を
、前記光合成部材の第２部位に対向配置し、
　前記第２光源アレイは、
　　前記第２光源冷却部の前記第２流入部側に相当する前記第２光源アレイの光出射側を
、前記光合成部材の第２部位に対向配置し、
　　前記第２光源冷却部の前記第２流出部側に相当する前記第２光源アレイの光出射側を
、前記光合成部材の第１部位に対向配置する、
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　光源装置からの照明光を画像形成装置に出射し、前記画像形成装置から入射される画像
光を投射する投射光学装置を備えたプロジェクターにおいて、
　前記光源装置は、
　　複数の第１発光素子を配列した第１光源アレイと、前記第１光源アレイの光出射側と
は反対側に前記第１光源アレイを冷却する第１光源冷却部とを有する第１光源と、
　　複数の第２発光素子を配列した第２光源アレイと、前記第２光源アレイの光出射側と
は反対側に前記第２光源アレイを冷却する第２光源冷却部とを有する第２光源と、
　　前記第１光源から出射された光と前記第２光源から出射された光とを合成する光合成
部材と、有し、
　前記第１光源冷却部は、
　　液体冷媒を流入する第１流入部と、
　　前記第１流入部から流入した前記液体冷媒を流出する第１流出部と、
　　前記第１流入部と前記第１流出部との間で前記液体冷媒を流通し、その流通の過程で
前記液体冷媒に前記第１光源アレイからの熱が伝達される第１流路と、を有し、
　前記第２光源冷却部は、
　　液体冷媒を流入する第２流入部と、
　　前記第２流入部から流入した前記液体冷媒を流出する第２流出部と、
　　前記第２流入部と前記第２流出部との間で前記液体冷媒を流通し、その流通の過程で
前記液体冷媒に前記第２光源アレイからの熱が伝達される第２流路と、を有し、
　前記第１光源アレイは、
　　前記第１光源冷却部の前記第１流路の前記第１流入部側に相当する前記第１光源アレ
イの光出射側は、前記光合成部材の第１部位に対向配置し、
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　　前記第１光源冷却部の前記第１流路の前記第１流出部側に相当する前記第１光源アレ
イの光出射側は、前記光合成部材の第２部位に対向配置し、
　前記第２光源アレイは、
　　前記第２光源冷却部の前記第２流路の前記第２流入部側に相当する前記第２光源アレ
イの光出射側は、前記光合成部材の第２部位に対向配置し、
　　前記第２光源冷却部の前記第２流路の前記第２流出部側に相当する前記第２光源アレ
イの光出射側は、前記光合成部材の第１部位に対向配置する、
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項３】
　前記第１流路と前記第２流路とには、フィンを用いて流路が形成されることを特徴とす
る請求項２に記載のプロジェクター。
【請求項４】
　前記第１光源アレイの前記複数の第１発光素子の配置領域と、前記第１光源冷却部の前
記第１流路の配置領域は、重なる部分と重ならない部分を含むことを特徴とする請求項２
または請求項３に記載のプロジェクター。
【請求項５】
　前記第２光源の前記第２流路には、前記第１光源の前記第１流路に供給された液体冷媒
が供給されることを特徴とする請求項２ないし請求項４のいずれか一項に記載のプロジェ
クター。
【請求項６】
　光源装置からの照明光を画像形成装置に出射し、前記画像形成装置から入射される画像
光を投射する投射光学装置を備えたプロジェクターにおいて、
　前記光源装置は、
　　複数の第１発光素子を配列した第１光源アレイと、前記第１光源アレイの光出射側と
は反対側に前記第１光源アレイを冷却する第１光源冷却部とを有する第１光源と、
　　複数の第２発光素子を配列した第２光源アレイと、前記第２光源アレイの光出射側と
は反対側に前記第２光源アレイを冷却する第２光源冷却部とを有する第２光源と、
　　前記第１光源から出射された光と前記第２光源から出射された光とを合成する光合成
部材と、有し、
　前記第１光源アレイは、前記光合成部材の第１部位に対向配置する前記第１光源アレイ
の第１領域と、前記光合成部材の第２部位に対向配置する前記第１光源アレイの第２領域
とを含み、前記第１光源冷却部により冷却された前記第１光源アレイの前記第１領域の温
度は、前記第１光源冷却部により冷却された前記第１光源アレイの前記第２領域の温度よ
りも低く、
　前記第２光源アレイは、前記光合成部材の前記第１部位に対向配置する前記第２光源ア
レイの第１領域と、前記光合成部材の前記第２部位に対向配置する前記第２光源アレイの
第２領域とを含み、前記第２光源冷却部により冷却された前記第２光源アレイの前記第１
領域の温度は、前記第２光源冷却部により冷却された前記第２光源アレイの前記第２領域
の温度よりも高い、
　ことを特徴とするプロジェクター。
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